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茨島地区土地区画整理事業施行区域見直し評価カルテ 

 

【対象区域の諸元】 

区域の名称 茨島 
用途地域 

(建蔽率/容積率) 

第一種住居地域（60/200） 

近隣商業地域（80/200） 

準工業地域（60/200） 

区分 

(全部又は一部) 

一部 

(ＡおよびＢﾌﾞﾛｯｸ) 

市街地の現況 

計画決定区域の大部分は工業

地であり、見直し対象となる

未施行区域のＡおよびＢブロ

ックは、住宅地や商業地とな

っている。 

計画決定年月日 

(当初) 
昭和10年７月17日 

計画決定年月日 

(最終) 
昭和10年７月17日 

計画面積 98.6ha 

完了面積 72.72ha 地区内人口 ※ 638人（A:369人、B:269人） 

未着手面積 25.88ha 地区内人口密度 24.6人/ha 

事業認可面積 72.72ha 建築物戸数 279戸（A:156戸、B:123戸） 
 

※住民基本台帳（平成 30 年３月 31 日時点）より推計 

【位置図】 
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← 雄物川 
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【ステップ１：都市計画決定の目的との検証】 

都市計画決定の目的 

 都市計画の決定図書がないため、決定図書に記載されている内容は不明である。 

なお、秋田市の歴史をまとめた「秋田市史」には、土地区画整理事業の設計書が記載

されているが、以下のとおり工業敷地の造成を主目的とした内容となっている。 

地区の西南部に位する雄物川切替の新放水路工事も今や著しく進捗し、之（これ）に

より廃川の土崎港と本地区を繋ぐ運河として利用せらるる日も将（まさ）に遠からざる

べく。即ち之等（これら）の点を予想し、最近地区内に工場建設の計画せらるるもの尠

（すくな）からざる現状に鑑み、工場敷地の造成と共に本地区の区画整理施行は最も急

施を要するところなり。         ［出典：秋田市史 第12巻 近代 史料編下］ 

現状における都市計画決定の目的との適合性 

 当時の茨島地区は低湿地帯であり、洪水になると雄物川の濁流が旭川と太平川に逆流

するため、水害の常襲地となっていた。 

そのため、大正６年から水害の解消を目的とした雄物川大改修工事（日本海への流路

変更）に着手し、併せて同工事により生じた土砂を利用して茨島埋立工事に着手した。 

埋立後の茨島地区が工業適地として発展することを見込み、昭和１０年に工業敷地の

造成を目的とした茨島地区土地区画整理事業が都市計画決定された。 

現在、土地区画整理事業を実施した区域は主に工業地帯、未施行区域であるＡおよび

Ｂブロックは住宅地や商業地となっており、おおむね良好な市街地形成がなされている

ことから、都市計画決定の目的はおおむね達成されていると判断されるが、都市計画の

決定図書に記載された内容が不明であることを勘案し、以降のステップでの検討によっ

て最終判断することとする。 

 

【ステップ２：区域を取り巻く状況の整理】 

評価項目 位置づけ 内  容 

総合計画 なし － 

都市計画区域マスタープラン なし － 

都市計画マスタープラン なし － 

地域防災計画 なし － 

地域要望 なし － 
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【ステップ３：評価基準に基づく評価】 

 

評価項目 内  容 評  価 

環 

境 

阻 

害 

要 

素 

自然災害 災害履歴のある箇所および発生のおそ

れのある箇所があるか。 

災害履歴のある箇所はない

が、河川氾濫や津波により

浸水が想定される区域があ

る。 

(４、５ページ参照) 

火災の危険 ［火災危険区域の有無］ 

住宅密集地や袋小路が多いという理

由により、秋田市地域防災計画の火

災危険区域に含まれているか。 

火災危険区域に含まれてい

ない。 

（６ページ参照） 

［消防活動困難区域の有無］ 

消防自動車の出入りが可能なおおむ

ね幅員６ｍ以上の道路から１４０ｍ

以内であるか。また、その道路の通

り抜けは可能か。 

消防活動困難区域はない。 

（６ページ参照） 

不 
足 
環 

境 

要 

素 

道路への接道 幅員４ｍ以上の道路に間口が２ｍ以上

接している宅地（建築基準法において

建物を建築できる接道条件）の有無 

道路への接道条件を満たし

ていない宅地がある。 

(７、８ページ参照) 

上下水道 上下水道の供給処理施設の有無 上水道の整備はなされてい

るが、下水道の整備が十分

でない宅地がある。 

(９、10ページ参照) 

生活に必要な

都市空間 

公園・緑地、境内地、校庭等、避難場

所となり得る都市空間が３％以上確保

されているか。 

都市空間は３％以上確保さ

れていない。 

(11、12ページ参照) 
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茨島体育館 

茨島体育館 

【ステップ４－１：代替整備の検討】（自然災害） 

課題エリア 面 積 対応事業等 カバー面積 カバー率 

ステップ４－１’参照 約25.82ha 防災情報の提供 約25.82ha １００％ 

 

【ステップ４－１’：課題エリアと対応事業等の箇所図】（自然災害） 

  Ａブロックには、これまでに本市が確認している水害、土砂災害、地震災害等の履

歴はない。 

災害の発生のおそれのある箇所について、秋田県土砂災害危険箇所マップでは、土

砂災害が想定される箇所はない。 

秋田市洪水ハザードマップでは、雄物川流域で１０００年に１回程度の大雨（４８

時間の総雨量が３５０ｍｍ）又は旭川流域で１００年に１回程度の大雨（２４時間の

総雨量が１９５ｍｍ）により河川が氾濫した場合、浸水が想定される区域がある。 

また、秋田市津波ハザードマップでは、大地震（マグニチュード８．７程度）によ

り最大クラスの津波が発生した場合、浸水が想定される区域がある。 

これらの浸水想定区域が課題エリアとなるが、いずれの想定も発生頻度が高いもの

ではなく、これまでに本市が確認している災害履歴もないことから、対応事業として

は、ハザードマップや防災カルテ等による防災情報（避難場所や危険箇所等の情報）

の提供に引き続き努めていくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田市洪水ハザードマップより 秋田市津波ハザードマップより 

未施行区域（Ａブロック） 
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  Ｂブロックには、これまでに本市が確認している水害、土砂災害、地震災害等の履

歴はない。 

災害の発生のおそれのある箇所について、秋田県土砂災害危険箇所マップでは、土

砂災害が想定される箇所はない。 

秋田市洪水ハザードマップでは、雄物川流域や旭川流域での大雨により河川が氾濫

した場合、浸水が想定される区域がある。 

また、秋田市津波ハザードマップでは、大地震により最大クラスの津波が発生した

場合、浸水が想定される区域がある。 

これらの浸水想定区域が課題エリアとなるが、Ａブロックと同様に、いずれの想定

も発生頻度が高いものではなく、これまでに本市が確認している災害履歴もないこと

から、対応事業としては、ハザードマップや防災カルテ等による防災情報の提供に引

き続き努めていくこととする。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未施行区域（Ｂブロック） 

秋田市洪水ハザードマップより 

秋田市津波ハザードマップより 
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【ステップ４－２：代替整備の検討】（火災の危険） 

課題エリア 面 積 対応事業等 カバー面積 カバー率 

ステップ４－２’参照 なし ― ― ― 

 

【ステップ４－２’：課題エリアと対応事業等の箇所図】（火災の危険） 

  Ａブロックは、住宅密集地や袋小路が多いなどの理由により、秋田市地域防災計画

の火災危険区域に含まれている箇所はない。 

また、同ブロック全域が消防活動の可能な区域（消防自動車の出入りが可能なおお

むね幅員６ｍ以上の道路から１４０ｍ以内）であり、消防活動困難区域がないことか

ら、課題エリアはない。 

Ｂブロックは、火災危険区域に含まれている箇所はなく、消防活動困難区域もない

ことから、Ａブロックと同様に、課題エリアはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

未施行区域（上図：Ａブロック、下図：Ｂブロック） 

消防活動の可能な区域（１４０ｍ） おおむね幅員６ｍ以上の道路 

茨島体育館 
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【ステップ４－３：代替整備の検討】（道路への接道） 

課題エリア 面 積 対応事業等 カバー面積 カバー率 

ステップ４－３’参照 約0.30ha 
開発行為・地区計画・道

路改良事業（P18参照） 
約0.30ha １００％ 

 

【ステップ４－３’：課題エリアと対応事業等の箇所図】（道路への接道） 

  Ａブロックは、行き止まり道路や幅員の狭い道路に接道している宅地、道路への接

道幅が不足している宅地が１１箇所※あり、これらの宅地は建物を建築できる接道条

件を満たしていない可能性があるため、課題エリアとなっている。 

対応事業として、民間事業者による開発行為や現在の建物の更新を念頭に置いた住

民提案の地区計画による道路の配置計画、土地の寄付による秋田市道としての道路改

良事業の実施により、接道条件を満たすことが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨島体育館 

未施行区域（Ａブロック） 建築基準法第４２条に基づく道路 

※ 個人情報等の観点から、道路の接道条件を満たしていない可能性

がある宅地については、本資料に掲載していません 
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Ｂブロックは、行き止まり道路や幅員の狭い道路に接道している宅地、道路への接

道幅が不足している宅地が５箇所※あり、これらの宅地が課題エリアとなっている。 

対応事業としては、Ａブロックと同様に、民間事業者による開発行為や現在の建物

の更新を念頭に置いた住民提案の地区計画による道路の配置計画、土地の寄付による

秋田市道としての道路改良事業の実施により、接道条件を満たすことが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 個人情報等の観点から、道路の接道条件を満たしていない可能性

がある宅地については、本資料に掲載していません 

未施行区域（Ｂブロック） 建築基準法第４２条に基づく道路 
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【ステップ４－４：代替整備の検討】（上下水道） 

課題エリア 面 積 対応事業等 カバー面積 カバー率 

ステップ４－４’参照 約0.42ha 
開発行為・地区計画（P18

参照）、下水道整備事業 
約0.42ha １００％ 

 

【ステップ４－４’：課題エリアと対応事業等の箇所図】（上下水道） 

  Ａブロックは、上下水道が全域で整備されているため、課題エリアはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨島体育館 

茨島体育館 

未施行区域（Ａブロック） 下水道整備箇所 上水道整備箇所 
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Ｂブロックは、上水道は全域で整備されているが、下水道については整備が十分で

ない宅地が１０箇所※あり、これらが課題エリアとなっている。 

これらの宅地は、民間事業者による開発行為や現在の建物の更新を念頭に置いた住

民提案による地区計画の活用により、道路整備と併せて実施することで、公共下水道

の整備が可能である。 

また、秋田市道に面している宅地は、下水道整備事業による整備が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 個人情報等の観点から、公共下水道の整備が十分でない宅地については、

本資料に掲載していません 

未施行区域（Ｂブロック） 下水道整備箇所 上水道整備箇所 
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【ステップ４－５：代替整備の検討】（生活に必要な都市空間） 

課題エリア 面 積 対応事業等 カバー面積 カバー率 

ステップ４－５’参照 25.88ha 代替の都市空間あり 25.88ha １００％ 

 

【ステップ４－５’：課題エリアと対応事業等の箇所図】（生活に必要な都市空間） 

  Ａブロック内には、公園・緑地等の都市空間が存在しておらず、同ブロック全域が

課題エリアとなっているが、ブロックのみの評価では制約があるため、ここでは代替

手法として、国土交通省等で示す高齢者徒歩圏の５００ｍ以内に都市空間が存在する

かどうかによって評価することとする。 

Ａブロックの西側には緑地、南側には公園があることから、同ブロック全域におい

て、高齢者徒歩圏内に代替となる都市空間が確保されている。 

また、避難場所である茨島多目的運動広場等も高齢者徒歩圏内に存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童遊園地 

5
0
0
ｍ

 

秋田モーター 
スクール 

緑地 
茨島多目的 
運動広場 

茨島体育館 茨島地区 
コミュニティ 
センター 

児童遊園地 

児童遊園地 

未施行区域（Ａブロック） 

高齢者徒歩圏（５００ｍ） 

公園・緑地 

避難場所 
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  Ｂブロック内には、公園・緑地等の都市空間が存在しておらず、同ブロック全域が

課題エリアとなっているが、Ａブロックと同様に、代替手法による評価を行うことと

する。 

Ｂブロックの東側には茨島街区公園等の公園、西側には新屋勝平三角沼公園がある

ことから、同ブロック全域において、高齢者徒歩圏内に代替となる都市空間が確保さ

れている。 

また、避難場所である秋田モータースクールも高齢者徒歩圏内に存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田モーター 
スクール 

児童遊園地 

児童遊園地 

新屋勝平 
三角沼公園 

茨島街区公園 

未施行区域（Ｂブロック） 

高齢者徒歩圏（５００ｍ） 

公園・緑地 

避難場所 
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【全体評価】 

 

全体評価 
存続、変更又

は廃止の判定 
変更の時期 

 茨島地区については、土地区画整理事業の未

施行区域をＡおよびＢの２つのブロックに分け

て評価を行った。 

本地区は、都市計画の決定図書が不存在なが

ら、工業敷地の造成を主目的としたものである

ことは明確であり、都市計画決定の目的はおお

むね達成されていると認められる。 

市街地の整備に関し、住民要望はなく、上位

計画での位置づけはない。 

市街地の評価については、おおむね良好な市

街地が形成されており、一部で課題がみられる

ものの、すべての面で代替事業等の実施が可能

である。 

地域要因において、配慮すべき特殊な事情等

は特になかった。 

以上のことを踏まえ、茨島地区については、

短期による都市計画変更（廃止）を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃 止 短 期 

（３年以内） 
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【参考】茨島地区の状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画決定区域 

 計画決定区域 

昭和２３年（国土地理院のデータをもとに作成） 

昭和３７年（国土地理院のデータをもとに作成） 
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 計画決定区域 

 計画決定区域 

昭和５０年（国土地理院のデータをもとに作成） 

平成２８年 
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【参考】土地区画整理事業施行区域見直しガイドライン(抜粋) [平成27年11月／秋田市作成] 
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